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多体系の状態の普遍的性質や相転移に伴う臨界現象を調べる上で、相を何らかの指針
に従って分類することは重要な課題の一つである。対称性が自発的に破れた相において
は Landau理論に基づき、群論に従って相の分類を行うことができた。しかし、量子多
体系の基底状態においては、分数量子Hall効果、Haldane相、トポロジカル絶縁体など
で知られているように、同じ対称性を持つ相の間でも相転移が起こり得る。本講演では、
対称性を何も破らない「常磁性体」相について、分類がほぼ完成しつつある１次元系を
中心に最近の展開をレビューする [1]。１次元の基底状態の行列積表示を用いることで、
これらの相は対称性の群の射影表現で分類できることがわかる。それらがトポロジカル
に非自明な性質を相に与えることを、１次元量子スピン系のHaldane相を例に議論する
[2]。また、系に空間対称性がある場合には、対称性の群の１次元表現も重要となり、ト
ポロジカルに自明な相どうしの区別を与えることを議論する [1,3]。
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